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播種時期の異なるスギ実生コンテナ苗の成長推移の比較 
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要旨：播種時期がスギの発芽およびコンテナ苗の成長に及ぼす影響を明らかにするため，２月と４月に播いた種子の

発芽日数および成長の推移を調査した。2015年２月４日および４月３日に温室内で播種した。種子が発芽し，子葉が

展開するまでの日数は，２月播種で 42日，４月播種で 28日であった。これらの芽生えをコンテナへ移植し，６月か

ら翌年１月の間毎月苗高を測定した。６月の苗高の平均値±標準偏差は，２月播種で 7.9±1.7cm，４月播種で 3.0±

0.6cm であり，２月・４月播種ともに６〜10 月の間は約５cm/月のペースで伸長し，10 月から 1 月にかけてそのペー

スは低下した。１月の苗高の平均値±標準偏差は２月播種で 33.2±8.9cm，４月播種で 29.0±7.1cm であった。これ

らの結果から，２月に播種すると発芽までに日数を要するが，４月播種より芽生えを移植できる時期が早くなるため，

苗のサイズを増大させることが示唆された。 
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Comparison of seasonal changes in growth of Cryptomeria japonica container seedlings with different 
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Abstract: To determine the effect of sowing times on germination and growth of Cryptomeria japonica, we measured the number 

of days to seed germination and seasonal changes in the growth of container seedlings sown on either February or April. Seeds were 

sown on February 4th or April 3rd in a greenhouse. The number of days for cotyledons to develop fully after sowing were 42 and 28 

for February and April, respectively. Sprouts with fully opened cotyledons were raised in containers, and seedling height was 

measured each month, from June to January. The average ± SD height in June of the seedlings sown in February and April were 7.9

±1.7 cm and 3.0±0.6 cm respectively. Both seedlings grew at a pace of about 5 cm per month from June to October, and then 

slowly from October to January. The average ± SD height in January of seedlings sown in February and April were 33.2±8.9 cm 

and 29.0±7.1cm, respectively. These results suggested that early planting can promote an increase in seedling height; seeds 

sown in February were still ready to be planted sooner, although germination in February was slower than that in April. 
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Ⅰ はじめに 

 伐採から地拵えおよび植栽まで林業機械を山から下ろ

すことなく一貫した作業を行う「一貫作業システム」に

よって再造林費用を低減することが期待されている（４）。

このシステムには年間を通して行われる伐採後に植栽で

きる苗が必要であるため，根鉢があり裸苗より植栽適期

が長いと期待されるコンテナ苗の普及が必要とされてい

る（８）。このため，林野庁はコンテナ苗の生産拡大に取

り組んでおり，その生産量は年々増加している（８）。 

スギ（Cryptomeria japonica D. Don）実生コンテナ苗の

育成現場では，畑で１年間育成した毛苗をコンテナへ移

植し，コンテナ内で根鉢が形成されるまで１〜２年育成

されるため，育成期間は播種から２〜３年であることが

多い。この育成期間を短縮し，播種してから 1 年でコン

テナ苗の生産が可能になれば，育苗する期間の短縮によ

るコストの低減，コンテナ苗を育成する施設の回転率向

上等の利点がある。こうしたことから，コンテナ苗の育

成期間を短縮するための試みがスギ（１）あるいはクロ

マツ（12）で行われている。しかし，既報（１）のスギ

のコンテナ苗で育成期間を短縮する試みでは，夏から秋

にかけて播種が行われ，播種から 1 年後の秋あるいは 1

年半後の春の山出しが想定されているが，春に播種して
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1 年後の春にコンテナ苗を出荷する試みはなされておら

ず，知見が不足している。 

播種して 1 年でコンテナ苗を生産するには，できるだ

け苗のサイズの増大を促進する必要がある。苗のサイズ

を調整する方法の一つには播種時期の調整があり，例え

ばヨーロッパアカマツ（Pinus sylvestris L.）で播種時期

が苗のサイズに影響することが報告されている（11）。ま

た，藤井（１）は徳島県でスギのコンテナ苗の播種を８・

10 月に実施し，８月の播種で苗のサイズが大きくなるこ

とを報告している。一方，関東地方の苗畑における標準

の播種時期３〜４月であり，異なる播種時期による発芽

および苗の成長の影響は検討されていない。コンテナで

苗を育成する場合は，温室やビニールハウス等の施設を

利用することができるため，これらの施設を利用するこ

とで播種時期を通常より早め，苗のサイズを大きくでき

る可能性がある。 

そこで本研究では，春に播種して１成長期でスギ実生

コンテナ苗を生産する基礎的知見を集積するため，播種

時期が発芽および成長に及ぼす影響を明らかにすること

を目的として，２月と４月に播いたスギの種子の発芽日

数およびコンテナに移植後の苗の成長の推移を調査した。 

 

Ⅱ 材料と方法 

１．材料 試験材料は，関東育種基本区から選抜され

たスギ精英樹およびエリートツリーを母樹および花粉親

とする人工交配４家系の種子である。母樹および花粉親

として，茨城県日立市の森林総合研究所林木育種センタ

ーに植栽されている個体を使用した。 

２．育成方法および育成環境 2015 年２月４日およ

び同年４月３日に各家系種子１g（300〜400 粒）を播い

た（以下２月播種および４月播種とする）。具体的には，

ガーゼに包んだ種子を一晩水に浸け，翌日播種用土（収

穫日和，スミリン農産工業製）を充填した育苗箱（20cm

×15cm×高さ６cm）に家系ごとにばら播きし，鹿沼土

小粒で覆土した。種子をばら播きした育苗箱をガラス温

室内に入れ，ブーム式頭上散水装置（アクアウイング，

誠和製）で日中２〜３時間おきに６往復させて乾燥しな

いようミスト状の潅水を行なった。本研究では，子葉が

展開した段階を発芽とし，この段階以降の芽生えを移植

可能な状態であると定義した。発芽した芽生えを引き抜

き，マルチキャビティコンテナ JFA-150（容量 150ml）

に充填した培土にピンセット等で穴を開けて移植した。

この培土は，ココピート（ココピートオールド，トップ

製）１リットルあたり元肥として緩効性肥料（マイクロ

ロングトータル 280（N-P2O5-K2O-MgO=12-8-10-2）100

日タイプ，ジェイカムアグリ製）20g，炭酸苦土石灰４g

および腐葉土40gを混合した土である。芽生えの移植後，

マルチキャビティコンテナを同じ温室内で約１ヶ月管理

した後，スプリンクラー式の潅水施設を備えたガラス温

室に移し，毎朝 10 分間コンテナの底面から水が滴る程

度に散水した。また，芽生えを移植して 100 日以上経過

した後，追肥として苗 1 本あたり緩効性肥料（ハイコン

トロール 085，N-P2O5-K2O =10-18-15，100 日タイプ，

ジェイカムアグリ製）4.5g および炭酸苦土石灰 0.9g を

施用した。 

調査地近隣の茨城県日立市のアメダスデータに基づき，

実験期間中の 2015 年 2 月から 2016 年 1 月までの日平

均気温を図−１に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．測定項目 播種してから子葉が展開し，全ての家

系で20本移植可能になるまでの日数を記録した。また，

2015 年６月初旬から 2016 年１月初旬までの間，１ヶ月

おきに全ての苗の高さを測定した。また，苗高を測定す

る際には病虫害による被害，頂端の折れ，枯損等につい

て記録し，これらの成育に異常がみられた個体のデータ

は解析から除外した。 

 ４．実験計画および統計解析 ２つの播種時期（２月

および４月）で，それぞれ４交配家系を５本ずつ JFA-

150 に移植したものを１ブロックとし，４ブロックを設

けた。すなわち，２播種時期×４交配家系×５本×４ブ

ロックで，試験全体では 160 本の実生苗を用いた。各月

の測定時に使用したデータ数，すなわち健全に育成した

苗の数を表－１に示した。播種時期間の平均値の比較に

は t-検定を用いた。統計処理には R3.3.0（７）を使用し

た。 
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図－1. 2015年２月から 2016年１月までの日平均

気温の推移 

Fig.1 Change in daily mean temperature from February 

2015 to January 2016. 
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表－１．測定時の健全苗数 

Table 1 Sample size of healthy seedlings in each month 

 
６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２月

播種 
79 78 77 77 76 76 76 76 

４月

播種 
79 79 79 79 79 79 79 79 

 

Ⅲ 結果 

１．播種から移植までの日数 播種してから子葉が展

開し，全ての家系で20本移植可能になるまでの日数は，

２月播種では 41 日（３月 17 日移植），４月播種では 28

日（５月１日移植）であった。 

 ２．苗高の推移 苗高の推移を図－２に示した。苗高

の測定期首時の６月上旬では，苗高の平均値±標準偏差

は２月播種で 7.9±1.7cm，４月播種で 3.0±0.6cm であ

った。両播種時期の苗は，10 月上旬まで１ヶ月に約５cm

のペースで伸長し，10 月以降にそのペースが低下した。

播種時期による苗高の差は，測定期首の 6 月から期末の

1 月まで維持された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．測定期末時の苗高 測定期末時である 1 月上旬の

苗高の平均値±標準偏差は，２月播種で 33.2±8.9cm，

４月播種で 29.0±7.1cm であり（図－２），２月播種の

コンテナ苗は４月播種より有意に苗高が大きかった（t-

検定，P < 0.01）。この時点での苗高のヒストグラムを図

－３に示した。林野庁のコンテナ苗の規格５号苗の苗高

35cmを上回ったのは，２月播種で 42%，４月播種で 23%

であった。また，30〜35cm の苗の割合は，２月播種で

25%，４月播種で 22%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 考察 

１．播種時期が発芽までの日数に与える影響 本研究

では２月に播種すると４月に播種するより発芽に要する

期間が長くなった。この要因の１つとして気温が挙げら

れ，気温が相対的に低い２月では発芽勢が低かったと考

えられる。郷（３）はスギの種子を０，８，15，22℃に

30 日間置いて発芽率の推移を比較している。この文献に

よれば，30 日間で 15℃と 22℃では発芽の推移に大きな

違いはなく，８℃および０℃では全く発芽しなかった。

一方，小山（５）は，１℃から 30℃まで５℃間隔の温度

ごとに発芽の推移を調査し，発芽勢では 26〜30℃が最も

高く，温度が下がるほど発芽勢が低くなること，６〜

10℃では発芽するものの発芽勢が低いこと，１〜５℃で

は全く発芽しないことを報告している。これらの報告か

ら，スギの種子の発芽勢は低い気温によって低下するこ

とが共通しており，このことは本研究の結果と一致する。

すなわち，早期播種では低い気温が発芽勢を低下させ，

移植までの日数を長くする可能性が示唆された。ただし，

今回の試験では詳細な気温データを取得していないため，

今後詳細に気温と発芽の関係を調査する必要があるだろ

う。また，早く発芽する温度帯を特定できれば，気温が

低い季節でも市販の発芽器あるいはインキュベーター等
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図－３. ２月および４月に播種したスギ実生コン

テナ苗の１成長期後の苗高のヒストグラム 

Fig.3 Histogram of height of 1-year-old Cryptomeria 

japonica container seedlings sown in February and April. 

 

図－２. ２月および４月に播種したスギ実生コン

テナ苗の苗高の推移 

エラーバーは標準偏差，N=76〜79 

Fig.2 Changes in height of Cryptomeria japonica 

container seedlings sown in February and April. 

Error bars show the standard deviations. N=76-79 
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によって最適温度条件下で発芽させることで，発芽日数

を短縮できる可能性があると考えられる。 

 ２．播種時期がコンテナ苗の成長に及ぼす影響と季節

による伸長成長の推移 １成長期後の苗高を比較する

と，2 月播種が 4 月播種より大きく（図−３），この苗高

の差は 6 月から 1 月まで維持されている（図−２）。この

ことから，発芽からの育成期間が苗高に影響すると考え

る。すなわち，２月播種では発芽までの日数が長いが，

発芽した時期は３月中旬であり，４月播種のそれより１

ヶ月半早かった。この１ヶ月半の間に成長した分，１成

長期における成育期間が長くなり，苗のサイズが大きく

なると考える。 

 スギ実生コンテナ苗を肥料・水分の不足がないよう育

成した結果，２月・４月播種の実生苗は，６月から 10 月

までは５cm/月のほぼ一定の速度で伸長成長し，10 月以

降はその速度が低下した（図−２）。スギの伸長成長の推

移について，一般には４〜６月に急速に伸長し，８月下

旬〜９月に再度伸長する（10）と報告されている。武津

ら（２）は植栽直後の苗木の樹高の成長を測定し，７月

上旬に成長速度が一旦低下し，その後成長速度のパター

ンに遺伝的な差異があることを報告している。また，苗

畑ではスギ実生苗は９月上旬まで成長が持続すると報告

されている（６）。また，齊藤ら（９）は 19 年生のスギ

の伸長成長は６月がピークでその後漸減し，９月中には

停止することを報告している。育成している地域あるい

は環境条件が異なるが，本研究で育成したコンテナ苗で

は，これらの報告にある夏季の成長速度の低下がほとん

どみられず，さらに成長速度が低下する時期が遅いこと

が示唆された。この理由としては，コンテナ苗の育成で

は常に十分な水分および養分が保たれていること，野外

より相対的に気温の高い温室内で育成していること，樹

齢が若いこと等が考えられる。 

 こうした成長が持続する期間の長さおよび播種時期の

調整によって，１成長期でのコンテナ苗生産が可能であ

ることが示唆された。ただし，本研究で用いた材料は精

英樹あるいはエリートツリーの交配家系であるため，一

般の採種園から採種される家系より成長が良い可能性が

あることに留意する必要がある。なお，本研究において

２月播種で林野庁５号苗規格である 35cm の苗高を上回

った苗の割合は 42%であったが，苗高 30〜35cm のコン

テナ苗の割合が 25％であったことから，苗高をさらに５

cm 成長促進できれば規格苗に達する割合を大きく上昇

させることができる。そのためには，秋から早春にかけ

ての播種，発芽後の芽生えの成長促進等の方法が有効で

あろう。 
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